
 

 

 

 平成３０年６月２５日 

 

公立大学法人福島県立医科大学  

 

米国科学誌「Transfusion Medicine Reviews」への研究論文掲載 
 

  

造血細胞輸注有害事象に関する多施設共同研究 

 

このたび、公立大学法人 福島県立医科大学 医学部 輸血・移植免疫学講座 池田

和彦 教授、福島県立医科大学 総括副学長 大戸斉 名誉教授、福島県立医科大学 附

属病院 輸血・移植免疫部 皆川敬治 医療技師らの研究が，平成 30年 6月 1日に米

国科学誌「Transfusion Medicine Reviews」オンライン版に掲載されましたのでお知

らせいたします（７月号の製本版に掲載予定）。 

 

記 

１ 研究者 

 池田 和彦（福島県立医科大学医学部 輸血・移植免疫学講座 教授） 
  大戸 斉  （福島県立医科大学 総括副学長） 
  皆川 敬治（福島県立医科大学附属病院 輸血・移植免疫部 医療技師） 
 
２ 表題 

Adverse Events Associated with Infusion of Hematopoietic Stem Cell 
Products: A Prospective and Multicenter Surveillance Study 
（造血細胞輸注有害事象に関する多施設共同研究） 

 
３ 研究成果の要点 

造血幹細胞は血液の源になる細胞です。造血幹細胞移植は、白血病などの病気

を治療するために、放射線や抗がん剤を使って患者さんの造血細胞を消滅させて

から、ドナーの血液の源である造血幹細胞を静脈から投与（輸注）して正常な造

血を回復させる治療法で、輸注される細胞の種類により、骨髄移植、末梢血幹細

胞移植、およびさい帯血移植の３種類に分けられます。 
今回の研究によって、造血幹細胞製剤の輸注による有害事象の頻度や重症度が、

移植の種類ごとに明らかになりました。また、過去に赤血球や血小板などの輸血

による副反応を起こしたことがある場合、造血幹細胞の輸注においても有害事象

の発生頻度が増加することがわかりました。 
造血幹細胞輸注に際して注意すべき点が明確になり、今後、造血幹細胞移植の

安全性の向上に大きく役立つと考えています。 
 
 

４ 研究の概要 

（１）背景 
造血幹細胞は血液の源になる細胞です。造血幹細胞移植は、白血病などの

病気を治療するために、放射線や抗がん剤を使って患者さんの造血細胞を消

滅させてから、ドナーの造血幹細胞を静脈から投与（これを輸注とよびます）

して正常な造血を回復させる治療法です。造血幹細胞移植は、輸注される細

胞の種類によって、骨髄移植、末梢血幹細胞移植、およびさい帯血移植の３



 

 

種類に分けられます。 
輸血の際、赤血球や血小板などを輸注することによって、アレルギーなど

の副反応を含む様々な有害事象が起こることがあります。こうした輸血によ

る有害事象の監視体制は広く確立されています。一方、造血幹細胞移植では、

造血幹細胞の輸注による様々な有害事象が経験的に知られていましたが、詳

しい調査はほとんどされてきませんでした。 
 

（２）研究内容 
私たちは、造血幹細胞移植として行われる骨髄移植、末梢血幹細胞移植、

およびさい帯血移植について、造血幹細胞が輸注される際に発生する有害事

象の頻度や重症度などを正確に評価するための全国的な前向き調査を、日本

輸血・細胞治療学会主導のもと、世界ではじめて実施しました。 
造血幹細胞製剤の輸注による有害事象は、末梢血幹細胞移植、骨髄移植、

さい帯血移植のすべてで認められ、血圧上昇は骨髄移植、アレルギー反応は

末梢血幹細胞移植で特に多い傾向がみられました。どの種類の移植でも、低

酸素血症やアナフィラキシー、血圧の急上昇など、重い有害事象が一定の頻

度で起こることが判明しました。また、以前に輸血による副反応をおこした

ことのある患者さんでは、造血幹細胞製剤の輸注による有害事象も増加する

ことがわかりました。 
造血幹細胞の輸注に際して注意すべき点が明確になり、今後、造血幹細胞

移植の安全性の向上に大きく役立つと考えています。 
 

 
 
○お問い合わせ先 
＜研究に関すること＞ 
公立大学法人福島県立医科大学 医学部 輸血・移植免疫学講座 
教授 池田和彦 
電話 024-547-1536／FAX 024-549-3136 
 

＜広報に関すること＞ 
公立大学法人福島県立医科大学 医療研究推進課 
課長 大野 竜一 
電話 024-547-1794 

 
 


